
メタンガス 

メタンガス 建設中施設 

メタンガス 

メタンガス 汚泥消化設備 

●施設の概要 

施設の名称 

主ポンプ施設 
 

沈 砂 池  

最初沈殿池 

現状寸法 

φ250mm×6.0m
3

/分 

φ350mm×12.0m
3

/分 

幅2.0m×長2.0m 

φ8.4m×深3.0m 

φ12.0m×深3.0m

塩素混和池 
 

放流ポンプ施設 
 

放 流 渠  

重力濃縮槽 

管 理 棟  

沈砂池ポンプ棟 

放流ポンプ棟 

汚泥処理棟 

砂 ろ 過 棟  

幅1.65m×長29.0m×深3.0m 

幅1.65m×長10.0m×深3.0m 

φ250mm×6.0m
3

/分 

φ350mm×12.0m
3

/分 

φ800mm×1,383m 

φ3.0m×深2.5m

鉄筋コンクリート造り2階 

鉄筋コンクリート造り 

鉄筋コンクリート造り 

鉄筋コンクリート造り 

鉄筋コンクリート造り 

1棟 

1棟 

1棟 

1棟 

1棟 

1棟 

1棟 

1棟 

1棟 

1棟 

1棟 

1棟 

1棟 

1棟 

1棟 

2台 

3台 

2池 

2池 

5池 

2台 

－ 

1池 

2池 

1池 

2台 

2台 

2池 

2池 

2池 

6系列 
（12池） 

1.5系列 
（3池） 

3系列 
（6池） 

6系列 
（12池） 

1.5系列 
（3池） 

3系列 
（6池） 

1水路 

1水路 

2台 

3台 

1式 

2槽 

1水路 

－ 

2台 

－ 

1式 

1槽 

1水路 

－ 

2台 

2台 

1式 

1槽 

水
処
理
施
設 

汚
泥
処
理
施
設 

計 画 数 量  

幅6.0m×長25.0m×深6.0m×2池 

幅6.0m×長25.0m×深3.0m×2池 

反応タンク 

最終沈殿池 

2.0m
3

/基、25kgDS/hr 

φ10.0m×高さ15m 

φ5.5m×側深10.0m 

7m
3

/h

3基 

3槽 

2基 

4台 

2基 

2槽 

1基 

2台 

1基 

1槽 

1基 

1台 

全　体 認　可 現　有 

主
な
建
築
物 

機械濃縮槽 
（常圧浮上濃縮） 

汚泥消化槽 
（上下円錐形） 

ガスタンク 
（乾式円筒形） 

汚泥脱水機 
（遠心脱水） 

下水をゆるやかに流し、比
較的沈殿しやすい物質を沈
殿、分離させます。 

（約2時間） 

最初沈殿池 最初沈殿池を経た汚水に
活性汚泥を加えて、空気
を吹き込んで接触させ、
有機物を分解させます。 

（約6～8時間） 

反応タンク 
最終沈殿池 流入下水中に含まれて

いる大きなごみや土砂
を取り除きます。その後
くみ上げます。 

沈砂池ポンプ棟 

処理された上澄み
水にはまだ大腸菌
などが含まれてい
るので、消毒をしま
す。 

塩素混和池 

主に 

下水道資源化工場
に搬出しています。 

汚泥消化槽の
温度を一定に
するためにこの
ヒーターにより
加温します。 

温水ヒーター 

きれいになった水を
川へ送ります。 

放流ポンプ棟 

汚水 

藤
岡
中
継 

ポ
ン
プ
場 

岩
舟
中
継 

ポ
ン
プ
場 

岩
舟
町 

返
送
汚
泥 

余
剰
汚
泥 

空気（ブロアーより） 

生
汚
泥 

濃縮汚泥 

搬出 

藤
岡
町 

大
平
町 

水処理の最後の沈殿池で、沈殿
しやすい活性汚泥を
沈殿させ、処理された
水と分離させます。 

（約3時間） 

渡良瀬川の夕暮れ（新開橋付近） 
橋の奥（上流）約1kmで 
処理された水を放流しています。 

汚泥消化槽で発生した
メタンガスを貯留します。 

ガスタンク 

生汚泥には、多量の水分を含
んでいるのでこの槽で沈殿さ
せ底の濃い汚泥を引抜きます。 

重力濃縮槽 

余剰汚泥は、多量の
水分を含んでいるの
でこの装置で水分を
減らし汚泥量を少な
くします。 

機械濃縮機 

安全無害となった汚泥は遠心力
を使い脱水し、ねん土状にします。 

脱水設備 

有機物を含んだ汚泥は悪臭、有毒ガス
を発生するので、密閉したこの槽で有
機物を分解、メタンガスなどを取り除き
安全無害なものにします。 

汚泥消化槽 


